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12
月
現
在
60
％
が
完
成
。

１
月
末
に
は
完
成
。

吾
川
・
池
川
中
校
舎
の
耐

震
診
断
を
11
月
末
に
終
了
。

吾
川
中
は
全
体
に
耐
震
工

事
が
必
要
で
、
地
盤
の
補
強

な
ど
関
連
工
事
を
含
め
る
と
、

総
額
は
３
億
円
を
超
え
る
と

予
測
。

池
川
中
も
耐
震
工
事
が
必

要
で
あ
り
、
関
連
工
事
を
含

め
、
１
億
円
を
超
え
る
と
見

込
ん
で
い
る
。

２
校
の
工
事
は
、
学
校
再

編
、
統
合
の
動
き
も
あ
り
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。

11
月
９
日
、
議
会
で
は

「
仁
淀
川
町
ま
ち
づ
く
り
10
年

構
想
特
別
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
、
心
強
く
思
っ
て
い
る
。

同
委
員
よ
り
３
人
の
議

員
、
学
識
経
験
者
、
地
域
代

表
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で
検
討
委

員
会
を
組
織
し
、
12
月
14
日

に
第
１
回
の
検
討
会
を
開
催
。

大野敏光教育長 行政報告

学
校
再
編
検
討
委
員
会
委
員

（
12
月
14
日
付
）

地
域
代
表
　

仁
淀
　
大
石
　
武
志

吾
川
　
吉
村
　
裕
司

池
川
　
上
尾
勝
日
己

議
会
代
表

西
森
　
常
晴

農
本
　
規
仁

橋
本
　
眞
一

学
識
経
験
者

赤
堀
　
　
晟

長
者
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

別
府
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

名
野
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

大
崎
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

池
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

仁
淀
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

吾
川
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

池
川
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

別
府
小
体
育
館

耐

震

対

策

学
校
再
編
検
討
委
員
会

学校再編、統合の動き

た
。
僕
は
ス
キ
ー
を
す
る
の
は
久
し
ぶ
り

だ
っ
た
の
で
少
し
心
配
で
し
た
。
で
も
実

際
に
滑
っ
て
み
る
と
思
っ
て
い
た
以
上
に

滑
れ
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。東

京
で
は
雷
門
に
行
き

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
見
る

よ
り
も
ず
っ
と
大
き
か
っ

た
で
す
。

東
京
に
は
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

（
竹
ノ
谷
）
山
尾
　
拓
人

仁
淀
高
校
で
の
３
年
間
の
う
ち
一
番
思

い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
修
学
旅
行

で
東
京
と
長
野
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。

ま
ず
最
初
に
長
野
で
ス
キ
ー
を
し
ま
し

ラ�コ�ム�

仁
淀
高
校
の

３
年
間

12月14日第一回検討委員会
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11
月
29
日
、
委
員
全
員
が

参
加
し
開
催
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

岩
丸
荘
・
と
ち
の
木
園
・
せ

い
ら
ん
荘
、
大
崎
診
療
所
医

師
住
宅
、
別
府
小
屋
内
運
動

場
の
現
地
調
査
を
実
施
。
各

担
当
者
よ
り
説
明
を
受
け
た

後
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

医
師
住
宅
と
別
府
小
屋
内

運
動
場
の
工
事
は
、
順
調
に

進
ん
で
い
る
。

３
つ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
は
、
多
く
の
利
用
者

が
あ
り
、
施
設
整
備
は
行
き

届
い
て
い
る
が
、
岩
丸
荘
と

と
ち
の
木
園
は
狭
く
、
早
急

な
移
転
ま
た
は
建
替
え
が
必

要
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

今
後
、
建
物
の
建
設
に
は

事
前
の
説
明
が
あ
れ
ば
よ
い

と
の
意
見
も
あ
り
、
将
来
を

見
据
え
建
物
の
建
設
計
画
な

ど
、
他
に
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
各
課
の
縦
の
つ
な

が
り
と
横
の
連
携
も
必
要
で

あ
る
と
の
意
見
も
出
た
。

総務教育民生
常任委員会

10
月
26
日
、
現
地
視
察
を

行
い
、
説
明
を
受
け
た
。

林
道
桐
見
川
白
石
川
線
改

良
工
事
は
、
川
又
橋
上
部
の

電
線
移
設
に
、
40
日
間
費
や

し
て
お
り
、
今
後
は
発
注
側

の
配
慮
が
必
要
と
確
認
。

森
の
工
場
、
下
名
野
川
地

区
は
、
間
伐
の
用
地
交
渉
に

は
行
政
の
力
添
え
を
願
う
と

の
要
望
を
受
け
た
。

安
居
土
居
で
は
、
間
伐
の

必
要
性
を
痛
感
し
た
。

そ
の
後
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
、
自
然
景
観

を
取
り
入
れ
た
宝
来
荘
を
視

察
。名

野
川
の
観
光
拠
点
多
目

的
ホ
ー
ル
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
木
材
と
大
工
は
地
元
を

利
用
し
て
い
る
。

大
崎
医
師
住
宅
は
、
木
材
、

プ
レ
カ
ッ
ト
、
建
具
、
金
物
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
地
元
だ
が
、

大
工
は
町
外
業
者
。

当
議
会
は
、
公
の
施
設
の

建
設
に
は
地
元
の
資
材
、
業
者

を
優
先
的
に
使
う
よ
う
決
議
し

て
お
り
、
今
後
も
地
元
を
利
用

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

産業建設
常任委員会

せいらん荘多目的ホールで働く地元大工さん
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11
月
16
日
、
委
員
全
員
が

参
加
し
開
催
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
中
学
校

の
再
編
、
統
合
を
最
初
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
。

学
校
再
編
、
統
合
し
た
場

合
の
跡
地
の
有
効
利
用
も
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
町
の
発

展
の
た
め
に
、
将
来
を
見
据

え
た
構
想
を
立
て
る
べ
き
と

固
く
決
意
し
た
。

仁
淀
川
町
ま
ち
づ
く
り

10
年
構
想
特
別
委
員
会

委
員委

員
長
　
　
岡
田
　
良
成

副
委
員
長
　
農
本
　
規
仁

委
員
　
　
　
西
森
　
常
晴

西
森
　
久
雄

野
村
　
安
夫

橋
本
　
眞
一

仁淀川町まちづくり10年構想特別委員会

「
う
ぜ
え
」

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
事
な
の
に
。

そ
ん
な
私
が
、
日
を
過
ご
す
ご
と
に
変

化
し
た
。
周
り
の
先
輩
や
同
級
生
に
優
し

く
し
て
も
ら
う
と
、
心
に
ゆ
と
り
が
で
き
、

私
も
友
達
な
ど
を
大
切
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
で
は
、
友
達
の
事
を

よ
く
考
え
れ
る
よ
う
に
成
長
し
た
と
、
自

分
で
も
よ
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
仁
淀

高
校
で
変
わ
れ
た
。
あ
り
が
と
。

（
川
口
）
山
田
　
愛
里

私
は
性
格
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
入
学

当
時
は
、
何
に
で
も
す
ぐ
に
キ
レ
て
い
た
。

少
し
う
る
さ
い
と

「
う
る
せ
え
よ
」

少
し
し
つ
こ
い
と

ラ�コ�ム�

変
化
で
き
る

け
た
。

け
ど
僕
た
ち
は
ギ
リ
ギ
リ
入
れ
た
か
ら

よ
か
っ
た
け
ど
、
こ
れ
か
ら
高
校
を
え
ら

ぶ
人
た
ち
に
は
、
仁
淀
高
校
を
え
ら
ぶ
こ

と
が
出
来
な
い
。
こ
ん
な

い
い
田
舎
の
学
校
が
な
く

な
る
の
は
さ
び
し
い
し
、

か
な
し
く
な
る
。

僕
は
こ
ん
な
い
い
学
校
に
入
学
で
き

て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

（
長
者
）
古
味
輪
　
翔
平

僕
は
仁
淀
高
校
に
来
れ
て
よ
か
っ
た
と

思
う
。仁

淀
高
校
が
無
く
な
る
と
い
う
こ
と

を
聞
い
た
と
き
は
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受

ラ�コ�ム�

残
　
念

長者保育所（大きな雪ダルマができたよ）
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り
し
ま
し
た
。

１
年
生
の
時
と
２
年
生
の
時
は
先
輩
が

居
た
の
で
、
毎
日
休
み
時
間
は
に
ぎ
や
か

で
し
た
。
そ
ん
な
休
み
時
間
が
と
て
も
好

き
で
し
た
。

仁
淀
高
校
で
過
ご
し
た

３
年
間
は
長
い
よ
う
で
短

か
っ
た
で
す
。

閉
校
に
な
る
の
は
、
と
て
も
寂
し
い

け
れ
ど
仁
淀
高
校
が
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い

う
事
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

（
土
居
甲
）
藤
原
　
絵
理
奈

私
は
仁
淀
高
校
に
入
学
で
き
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

入
学
し
た
時
に
自
分
の
ク
ラ
ス
が
８
人

と
い
う
人
数
の
少
な
さ
に
と
て
も
び
っ
く ３

年
間

編

後
集

記

暮
に
、
五
歳
の
双
子
の
孫

が
帰
っ
て
来
、
風
呂
も
寝
る

の
も
一
緒
、
３
日
間
命
の
洗

濯
が
で
き
ま
し
た
。（
西
森
常
）

外
は
雪
景
色
、
薪
ス
ト
ー

ブ
を
囲
み
、
座
談
会
、
今
年

一
年
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
。

（
安
井
）

暮
れ
に
降
っ
た
雪
が
根
雪

と
な
り
、
上
に
積
り
、
明
神

山
の
雪
が
い
つ
も
の
年
よ
り

も
長
く
あ
り
ま
す
。
（
藤
野
）

迎
春
、
暗
い
事
を
忘
れ
、

勇
気
と
信
念
を
も
っ
て
、
前

向
に
明
る
い
道
を
歩
く
。

（
岡
田
）

久
し
ぶ
り
に
校
舎
の
階
段

を
上
る
と
、
温
か
く
て
懐
か

し
い
に
お
い
が
し
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
。」
（
大
原
）

近
づ
く
秋
葉
ま
つ
り
。
我

が
家
の
秋
葉
追
っ
か
け
も
17

年
目
で
最
後
に
兄
弟
二
人
出

演
が
か
な
い
ま
す
。
（
農
本
）

昨
年
夏
の
猛
暑
、
今
年
正

月
の
厳
寒
、
地
球
の
悲
鳴
か

怒
り
か
、
地
球
に
や
さ
し
い

環
境
を
。

（
片
岡
）

日

記

帳

22
年
　

10
月
２
日
　
別
府
小
・
ふ
た
ば

保
育
所
運
動
会

10
日
　
池
川
地
区
運
動

会

11
日
　
秋
葉
神
社
大
祭
・

サ
ン
ト
リ
ー
文

化
財
団
受
賞
報
告

会

13
日
　
議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

14
日

四
国
地
区
議
長
会

（
高
知
市
）

20
日

戦
没
者
追
悼
式

（
森
）

21
日
　
議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

23
日
　
県
選
出
国
会
議
員

と
の
意
見
交
換
会

（
高
知
市
）

26
日
　
産
業
建
設
常
任
委

員
会

27
日
　
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

30
日
　
戦
没
者
追
悼
式

（
長
者
）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

ひ
だ
ま
り
の
家
落

成

11
月
１
日
　
県
戦
没
者
追
悼
式

（
高
知
市
）

９
日
　
第
７
回
臨
時
会

全
員
協
議
会

産
業
建
設
常
任
委

員
会

11
日
　
健
康
福
祉
大
会

15
日
　
郡
議
長
会
県
外
研

修
（
長
野
県
）

16
〜
17
日
　
議
長
全
国
大
会

（
東
京
都
）

16
日
　
ま
ち
づ
く
り
10
年

構
想
特
別
委
員
会

19
日
　
議
員
行
政
実
務
研

修
（
高
知
市
）

26
日
　
第
８
回
臨
時
会

全
員
協
議
会

ま
ち
づ
く
り
10
年

構
想
特
別
委
員
会

27
日
　
仁
淀
芸
能
祭

29
日
　
総
務
教
育
民
生
常

任
委
員
会

12
月
１
日
　
議
会
運
営
委
員
会

郡
議
長
会
（
い
の

町
）

３
日
　
広
域
議
会

８
〜
９
日
　
第
９
回
定
例
会

全
員
協
議
会

議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

14
日
　
ま
ち
づ
く
り
10
年

構
想
特
別
委
員
会

17
日
　
ま
ち
づ
く
り
10
年

構
想
特
別
委
員
会

25
日
　
郡
議
長
会

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

意

見

書

地
方
整
備
局
並
び
に
出
先

事
務
所
の
廃
止
に
反
対
す
る

意
見
書提

出
者
　
藤
原
　
陽
三

ラ�コ�ム�

最後の卒業生と先生


